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皆さま、こんにちは。オンラインでご参加の方も含め、日頃より大変お世話になっております。本日

はご多忙の中お集まりいただき、誠にありがとうございます。日頃から 1on1でも大変お世話になって

おります。 

今回、私には 30分の時間をいただいております。所用のため 30分後に退席いたしますが、

「Governance to Value」というテーマで宇田議長より説明を行い、システムに関しては井川より説明

を行います。忌憚のないご意見、率直なご質問を多数いただけますと幸いです。どうぞよろしくお願

いいたします。 

資料はすでにご覧いただいているかと思いますので、細かい説明は省略し、CEOとして今回の決算に

対する所感とポイントを簡潔にご説明いたします。ご質問は後ほどお願いいたします。 

 

 

 

 

 

          

株式会社   グループ

代表取締役社長

杖村 修司

             決算・    ス   
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まず、10月 1日に社名を CCIグループに変更いたしました。これにより事業戦略が大きく変わるわけ

ではありません。相当の決意をもって新たな戦略を展開するにあたり、ブランディング戦略と内外の

皆さまに対するメンタリティが重要になります。銀行の DNAに根差したメンタリティは大切な部分も

ありますが、新事業においてはメンタリティを変えなければいけない部分も多くあるので、思い切っ

て社名変更を行いました。浸透には時間がかかることを承知しておりますが、今後はきめ細かなブラ

ンディング戦略を推進してまいります。 
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次に決算についてですが、銀行セクター全体に共通する状況かと思います。今回の上方修正は、金利

上昇を 2回と想定していたところ 1回だけであり当社の預貸率の低さにより預金利息の増加が抑えら

れたこと、そして市場運用が好調であったことが主因です。これにより、配当性向 40%という方針に

基づいて、配当は 23円に上方修正しいたしました。 
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北國銀行に関しては、以前から問題点は２つありました。 

一つ目は不良債権です。過去、大きな不良債権処理を継続して行っておりました。現在は 20億〜30

億円の範囲に収束しつつあり、地震の影響も解消され、安定したフェーズに入ってきたと考えており

ます。 

二つ目はシステム投資です。北國銀行の勘定で行ってきたシステム投資に関しては、次のフェーズへ

の移行準備が整っており、戦略的に成功したと評価しております。これにより、北國銀行に関する懸

念材料はほぼ解消されたと認識しております。 
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貸出金の金利感応度についても、短プラから市場連動への切り替えが進み、最終局面に入っておりま

す。住宅ローンについても、固定金利が多いとの指摘がありましたが、2年以内の契約が多く、金利更

改が進むことで懸念は少ないと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

     

     

    

    

     

    

  

  シナ  に        

           

                          

        

   全体

          

      

          

           

               

        プ  ム 

    

    

     

     

     

     

     

    

              体 シ ト    概    長       行            に   

     全体          体      

                              

     

    

    

        

  者 ーン

          

           

                                

               

     



7 

 

 

新規事業については、コンサルティング、キャッシュレス、投資運用の 3分野に注力しております。 

コンサルティングは通期で予定通りの着地を見込んでおります。今後は追加戦略、枠組みの展開する

ところであり、下期、来期以降に大きく成長する可能性を秘めています。 

キャッシュレス分野では、決済額は増加していると記載がある通り、順調に着地することを見込んで

います。ただしこのペースでは 10年後、あまり期待はできません。そこで成長のための柱が２つあり

ます。一つ目の柱はステーブルコインです。昨今 JPYCで盛り上がっておりますが、当社は昨年 4月

からステーブルコイン（正確にはトークナイズドデポジット）を実装し、3万人近くが稼働中です。で

きる限り早く 10万人規模への拡大を目指し、さまざまな形で広めていきます。二つ目の柱は完全なデ

ジタルデビットカードのローンチを行い、北陸地域の展開に加え、先日上場されたインフキュリオン

社との協業によるリセールも他業態含めて進めてまいります。 

投資運用については、残高目標を達成し、今後はエグジットによる収益化が進む見込みです。来春に

は具体的な案件と成果をお示しできるようにしたいと思います。今年度の着地は予定通り 3億から 5

億円前後程度です。来年度以降はエグジットで収益を計上できる状況になっていると確信しておりま

す。 
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昨今金融庁による再編を伴わないシステム共同化支援の報道もございました。その点については、後

ほど井川より詳しい説明をさせていただきますが、我々はまず自分たちが開発したシステムを、CCイ

ノベーションというコンサルティング会社がアセットを保有し、北國銀行で活用する形態を採用して

います。そのシステムは勘定系だけでなく、サブシステムも含めた包括的なシステムです。それらの

リセール戦略を展開します。ある程度戦略が一致する金融機関との対話を進めてまいります。 

ステーブルコインとシステム戦略は、現在の注目トピックであり、CCIグループとして銀行セクター

の成長に加え、新分野の拡大にも注力し、2032年には事業構成を 50：50にすることを目指しており

ます。 

CEOとして、全子会社のガバナンス責任を担いながら、特に新分野のビジネス拡大に力を入れてまい

ります。簡単ではございますが、私からのコメントとさせていただきます。ありがとうございます。 
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皆さま、こんにちは。初めましての方も多いかと思います。CCIグループ社外取締役、取締役議長の

宇田と申します。 

なぜ私が議長を務めているのかという点について、ご質問があるかもしれません。社外取締役として

議長を務めることは、ガバナンス上非常に重要であると考えております。私は以前、荏原製作所にて

約 11年間取締役議長を務めており、同社は大きな変化を遂げた企業の一つです。その経験から、議長

の役割がガバナンスにおいて極めて重要であると認識しています。 

CCIグループに社外取締役として参画してから約 2年が経過し、議長を務めることとなりました。こ

れはガバナンスの中核を担う役割であり、真摯に取り組むべき課題と捉えています。 

多くの企業では、取締役会は執行の上位機関だと捉えられており、執行で決定された事項を追認する

場と捉えられがちです。社外取締役も形式的に配置されているケースが多く、長期的な視点や大きな

戦略的方向性など、本来議論されるべき実質的な議論が行われていないこともあります。しかし、社

外取締役が議長を務めることで、取締役会の構成員（代表取締役、社内取締役、社外取締役）がフラ

ットな関係となり、健全な緊張感が生まれます。私は忖度せず、率直に意見を求めるため、社内取締

役も真剣に議論に参加するようになります。 

このような体制により、取締役会本来の役割が果たされるようになり、形式的なガバナンスから脱却

することが可能となります。コーポレートガバナンス・コードに何が記載されていようと、その遵守

をチェックリスト的に行うだけでは、真のガバナンスは実現できません。投資家の皆さまにも、こう

した点を見極めていただきたいと考えております。 

          

株式会社   グループ

社外取締役

取締役会議長 宇田 左近

   グループに け ガバナンスについて
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昨年より統合報告書に議長としてのメッセージを掲載しており、今年も継続して掲載いたしました。

2024年の報告書では、CCIグループが持つイノベーティブな組織文化について言及しました。地方銀

行としては稀有な組織文化であり、新しいものを生み出す姿勢が非常に貪欲であると感じています。 

机の上に紙がない、社長とすれ違ってもニコニコと畏まらずにフラットに挨拶しているなど、ITベン

チャー企業のような雰囲気です。この文化はとても大事だと思いました。 

この文化を中長期的に維持し、持続可能なものとするためにどうすべきかを記載しております。 

執行と取締役の間の健全な緊張関係の醸成については、先ほど申し上げた通り、社内中心ではなかな

か生まれません。 

取締役会の役割に関する組織内での理解の浸透については、議長になればフラットに皆さんの意見を

求めることになります。 

実効性評価も真摯に取り組んでおり、3ヶ月程かけてアンケートや個別面談を実施しております。次年

度の取締役会運営のヒントがすべて詰まっており、活かしています。 

最終的には執行の後押しをしながら、サステナブルに継続的に企業価値を向上させていくためにはど

うすればよいかが、社外取締役の役割、議長の役割です。それらが進んでいることを進捗状況として

記載しております。 

2025年の報告書では以下の３つに注力していくことに言及しております。 

1. ツーブランド戦略の成果への結びつけ 

2. 企業の継続性としてのサクセッションプランの策定と次世代リーダーの育成 

3. 組織の実行力強化 

                

                      に向けて：         
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    に け      統         

 中長期的に経営にイン クトを えるアジェンダに注力

 社内 部に対するガバナンス 修の実施、および取締役会における社
内・外取締役の議論の活性化

 外部サポートによる実効性評価の実施と結果についての取締役会 議、
取締役会の    の実現

 収益目標との ャップの  、イノベーション文化の発展に対する取
締役会の後押し

 に           て    つ テー 

 事業ポートフ リオと２ブランド戦略の成果のフ ロー

 企業の継続性シナリオー指名報  員会の役割・機能強化とサクセッ
ションプランの準備・開 

 組織の実行力強化の後押し：

ー取締役会協議・決定施策のフ ローアップ

ー中長期的視点での人材育成サポート、次世代リーダー育成の 道

ー    とイノベーション推進人材のサポート
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これまでもガバナンスに関してもさまざまに取り組んできましたが、これらの取り組みを通じて、執

行をバックアップし企業価値の向上を目指してまいります。 
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通常は執行の上位に取締役会を図示することが一般的だが、取締役会は執行機関の上位ではないとい

うことで敢えてこのような図表としました。 
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取締役会の中身としては、アジェンダ 定が非常に大切です。アジェンダ 定、つまり取締役会で議

論する内容にも責任を持つということです。事前にどのような議論を行うかを執行の方と確認し、取

締役会に臨んでいます。ガバナンスや経営戦略については、特に時間をかけて、場合によってはオフ

ラインで議論を進めています。 
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CCIグループのイノベーション、新しいことに対するチャレンジ、因習にとらわれない文化を継続的

な価値として他に提供していくことが、取締役会の重要なミッションであると考えています。ガバナ

ンス改革を価値創造に結びつける「Governance to Value（G to V）」の実現に向けて、今後も注力し

てまいります。 

 

最後に、ガバナンス改革は フ ーマンス向上や不祥事防止において、最も効果的な手段であると確

信しています。トップが健全に機能することが、組織全体の健全性を保つ鍵となります。皆さまとの

コミュニケーションも、価値創造において非常に重要な要素であると考えております。 

 

以上、ガバナンスに関する説明とさせていただきます。ご質問がございましたら、どうぞよろしくお

願いいたします。 
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皆様、こんにちは。CCIグループの井川と申します、よろしくお願いいたします。本日は、当社のシ

ステム戦略および今後の計画、特にシステム外販の展望についてご説明いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

株式会社   グループ

代表取締役 常務執行役員

システム統括部長 井川 武

システム戦略
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まず、当社のこれまでの取組みについて簡単にご説明します。 

当社は持続可能な成長と競争力の強化を目指し、約 20年前からシステムの内製化に着手しました。

2000年代初頭には業務効率化や生産性向上を目的に取組み、その後 2007年頃からシステム開発の内

製化を本格化させ、デジタル技術を活用し DX（デジタルトランスフ ーメーション）を推進してきま

した。 

2015年には勘定系システムをオープン化に移行し、クラウドファーストの方針を掲げ、システムの高

度化を継続しています。 

2019年にはグループ会社としてシステム開発会社を新 し、内製化体制を強化してグループ全体のシ

ナジーを最大化する仕組みを構築しております。 

これまで内製化したシステムには、法人・個人向けインターネットバンキング、ATM、カード事業の

発行・加盟店業務のシステムがあります。また、デジタル地域通貨サービス（地域型ステーブルコイ

ン）を ートナー企業と構築しました。現在は、銀行の基 系である勘定系システム刷新プロジェク

トを進めています。 
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本日は、この勘定系システムを核とした外販ビジネスについて説明します。 

まず、地方銀行の勘定系システムの現状について簡単にご説明します。多くの地方銀行は NTTデー

タ、日本 IBM、日立など大手 ITベンダーが提供する ッケージを採用し、共同利用や開発、運用をア

ウト ーシングしている現状です。富士通は 2030年に地銀のシステムビジネスからの撤退を発表しま

した。他の ITベンダーの間でも、合併や統合により他陣営に乗り換えるという状況が顕著になってき

ています。 
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しかし、このような ITベンダー依存型の体制では開発の自由度が低く、COBOLという い開発言語

で構築されたシステムのため、最新の AI技術の活用が難しく、ITベンダーへのコストも高止まりする

課題があると考えています。 

当社もかつては同様の課題に直面し、これを打破するために内製化、システムの ダナイズを進めて

きました。 
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では、こうした状況下でシステム外販の市場はあるのかという点ですが、当社は 分にあると考えて

います。現在開発中の勘定系システムは、当初は自社利用を目的としていましたが、他の金融機関か

ら「 ダナイズされ、可用性が高く、安価で利用できるなら導入を検 したい」という声をいただい

ています。このため、自社利用を目的とした自社開発システムでしたが、当社がこれらを販売し収益

を計上するという新たなビジネス デルを構築し、展開していく方針に至りました。 
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ITベンダーと同じコンセプトでは競争力はありません。当社の強みは、経営戦略に基づき自ら利用す

るシステムを開発している点です。価値観を共有する金融機関に販売できる点、内製開発したサブシ

ステムを戦略に応じて組み合わせて提供できる点が大手 ITベンダーとの差別化のポイントです。 

ただし、すべての金融機関に営業するのではなく、同じ価値観を持つ、またはそれを目指す金融機関

をターゲットとします。それらの金融機関にとってはシステム更改の選択肢として当社のシステムが

選択肢に入ると考えています。 

8月には CCIグループから本システムの提供について、初期費用・利用料を含め 6億円からという形

でリリースしました。課題解決ができ、コスト  可能な点を評価いただき、 数の金融機関から問

い合わせを受けています。さらに、先月開催された金融機関向けイベント（ニッキン主催の FIT展）

で杖村が講演し、ブースも け紹介したところ、追加で数行の金融機関からの問い合わせをいただい

ています。他の金融機関にも評価され、導入にむけたお話もいただいていることから蓋然性が高まっ

ていると考えています。 

金融庁も今年度策定する「地域金融力強化プラン」で、中 企業の金融機関にシステム統合を促すた

め、補助金制度を新たに ける発表がありました。従来は経営統合や合併が前提でしたが、再編なし

でも補助金対象とする方針が公表され、当社の戦略の追い風になっていると考えています。 
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今後のスケジュールですが、勘定系システムの刷新プロジェクトは計画通り進行中で、2027年 1月に

オンライン領域、2028年 1月にバッチ領域のカットオーバーを予定しています。まずは北國銀行で安

定稼働させた後、他行向け販売を本格化します。初期導入行は 2029年以降を目途に、カスタマイズを

抑えた形で導入コンサルもあわせて実施します。セカンド、サードユーザー行も同様のスケジュール

で展開予定です。 

システムコスト面では、年度当初に公表した計画から大きな変更はありません。2029年 3月までは集

中投資を実施し、大型案件完了後（2029年度以降）はクラウドと AI活用により開発要員を 100名以

上  し、コスト  を実現できると考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

                

     

  

       

システムコスト    

営業・ニーズ    
導入コンサル
要件定 ・ 計・開発・テスト

    ースト
 ー ー

  ン 
 ー ー

営業・ニーズ    
導入コンサル
要件定 ・ 計・開発・テスト

  

        

        

                            

 システム開発費（ フトウェア 価 却費） ランニング費用（ 件費）

          

    年 月の         リリースに向けて     年 月期まで集中投資を予定

    年度     年度     年度     年度     年度     年度     年度



22 

 

 

新しい勘定系システムは「Bank Will」と命名しておりますが、これを中心に内製化したシステムを組

み合わせ、戦略に応じて販売します。当社のシステム戦略は単なる効率化やコスト  ではなく、経

営戦略の迅速な実行、競争力強化、新規ビジネス創出のための成長エンジンです。当社のシステム 

ダナイズ化とコスト  を継続しつつ、外販による新たな収益 デルを構築し、グループの強みを最

大限に活かして成長を目指します。 

以上、当社のシステム戦略とシステム外販ビジネスについてご説明しました。持続的な競争優位と成

長、システム戦略を実現するため、さらに進化・拡大してまいります。引き続きご支援を賜りますよ

うお願い申し上げます、ありがとうございます。 

                

   グループ   システム 

   グループ 戦略      システム 

          機関      外   ー    

システム外 ・  コン ル    
  


